
- 177 - 

○上下水道課 

日  程 令和３年９月８日（水） 

会  場 第２会議室 

開  会 午前９時００分～午前９時３６分 

出席委員 
堺谷直樹（委員長）、成田光一（副委員長）、 

三浦 敦、加藤彦次郎、高橋 満 

欠席委員 なし 

説 明 員 近藤課長、関補佐、阿部係長、近藤主席主査、三浦主任 
 

№ 質疑応答の概要 

 一般会計 

１ P116 合併処理浄化槽設置費補助金について、国・県・町の補助率及び設置実績

は。また、５人槽となるか、７人槽となるかの設置基準は。 

答 国・県・町、それぞれが１／３補助するもので、５人槽が６基、７人槽が１基

の実績となっている。従来は、家屋面積が１５０㎡を超える場合は７人槽となる

ものであったが、世帯の構成者数が減少している現状に鑑み、家屋面積が１５０

㎡を超えていても５人槽となる場合がある。 

 温泉事業特別会計 

２ P287 温泉使用料について、コロナの影響により徴収猶予を適用し、令和２年度に

おいて未収となっているのは何社か。 

答 １社である。 

３ P287 温泉使用料の滞納繰越分について、多額滞納者の分納はどのように行われて

いるか。 

答 温泉使用料のほかに水道料金及び下水道使用料も含めて月５万円を分納されて

いるので、各会計に按分している。 

４ P291 森岳温泉施設改良事業について、終了年度は。 

答 当初は令和４年度の終了を見込んでいたが、二酸化炭素排出抑制対策事業費等

補助金を適用申請することとしたため、令和５年度の終了となる予定である。 

 水道事業会計・下水道事業会計 

５ 水道料金や下水道使用料は、将来的に値上げされる可能性はあるのか。 

答 下水道料金については、流域下水道維持管理負担金に影響されるところが大き

いが、まずは経費節減により対応することとなる。水道料金についても同様に、

経費節減により対応する。 
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○商工観光交流課 

日  程 令和３年９月８日（水） 

会  場 第２会議室 

開  会 午前９時４７分～午前１０時５６分 

出席委員 
堺谷直樹（委員長）、成田光一（副委員長）、 

三浦 敦、加藤彦次郎、高橋 満 

欠席委員 なし 

説 明 員  牧野課長、清水補佐、笹村補佐、田中係長、近藤係長 
 

№ 質疑応答の概要 

６ P134 みたねポイントカード会消費喚起事業について、効果検証は。 

答 会から、「町内消費促進に当該事業が大きな効果をもたらしたことがうかがえ

る」という実績報告が提出されている。 

７ P136 温泉水活用実証試験業務委託の結果については、今後、どのように展開する

のか。 

答 当該結果についてはホームページで公表しているところであるが、コロナの影

響により現地視察等の実施ができず十分なＰＲに結びつけることができていない

と捉えているため、長期的な視点で検討していきたい。 

８ P136 サンバリオの備品として、電気自動餃子焼器を購入しているが、指定管理者

との経費負担の関係は。 

答 当該備品については、経年劣化のために更新したものであるが、もともと町が

指定管理者に貸し出している備品であったため、基本協定書に基づき町が更新し

た。 

９ P136 あきた白神ツーリズムへの負担金は、いつまで支出するのか。また、令和２

年度の全体額と当町の構成比は。 

答 地方創生推進交付金が終了する令和５年度までである。なお、全体額は４４，

４０６，０００円（うち交付金分は４０，３３９，７３０円）であり、三種町の

負担割合は１９．０７７％である。 

１０ P138 宿泊費助成事業の支出済額（６１，５５５，９００円）に、９００円という

１００円単位が発生している理由は。 

答 子供料金の素泊まりであれば、宿泊費が２，０００円の助成額に満たない場合

も発生するためである。 

１１ P138 宿泊費助成事業の利用者数は。また、助成額の精査は行っているか。 

答 １７，２１８人の利用があった。宿泊施設から提出された領収書の写しについ

て、税務課と連携し、宿帳及び入湯税との突合を行ってから助成している。 

１２ P138 サンドクラフト実行委員会には、自主財源はあるのか。 

答 令和２年度におけるサンドクラフトは中止しているため、協賛金は集めていな

い。 
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○建設課 

日  程 令和３年９月８日（水） 

会  場 第２会議室 

開  会 午前１１時０６分～午前１１時３７分 

出席委員 
堺谷直樹（委員長）、成田光一（副委員長）、 

三浦 敦、加藤彦次郎、高橋 満 

欠席委員 なし 

説 明 員 進藤課長、見上補佐、川村補佐、野呂田係長、梅田係長 
 

№ 質疑応答の概要 

１３ P24 住宅使用料の現年分及び滞納繰越分の件数は。 

答 現年分が７件で、滞納繰越分が１５７件である。 

１４ P140 住宅リフォーム助成事業について、施工業者は町内業者か。 

答 その通りである。なお、三種町に住所を有する個人事業者も含まれる。 

１５ P142 自治会要望に係る一般補修工事費は、予定通りに執行できたのか。 

答 優先度・危険度・必要性を総合的に判断し、結果として、予算残額９，８００

円まで実施した。今年度、施工できなかった箇所については次年度以降に引き継

がれる。 

１６ P144 町営住宅解体工事費について、民間施工と比較すると高額ではないか。 

答 県の共通単価を使用して行う公共事業であり、民間施工と比較するのは適当で

はないと考える。 
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○農業委員会事務局 

日  程 令和３年９月８日（水） 

会  場 第２会議室 

開  会 午後０時５７分～午後１時１６分 

出席委員 
堺谷直樹（委員長）、成田光一（副委員長）、 

三浦 敦、加藤彦次郎、高橋 満 

欠席委員 なし 

説 明 員 嶋田事務局長、岡係長 
 

№ 質疑応答の概要 

１７ P118 農業委員報酬に関連して、農業委員数とそのうちの女性及び非農業者の人数

は。また、農業委員会委員候補者選定委員会の構成員及び審査方法は。 

答 農業委員数は２２人であり、うち女性は２人で非農業者は２人（令和３年７月

２０日からは、農業委員２２人のうち女性は３人で非農業者は２人）である。選

定委員会は、副町長が委員長を務め、総務課長、税務課長、町民生活課長及び農

林課長で構成されており、点数制により審査を実施している。 

１８ P118 農業者年金加入推進員の活動実績は。 

答 推進員（農業委員が兼任）は、若者を中心に普及活動を実施しており、令和２

年度は、１人の新規加入があった。 

１９ P118 農政円滑化業務委託料は、農業公社への支出か。 

答 農業公社における人件費について、農林課の農業総務費とそれぞれ１／２負担

するものである。 
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○農林課 

日  程 令和３年９月８日（水） 

会  場 第２会議室 

開  会 午後１時２１分～午後２時３０分 

出席委員 
堺谷直樹（委員長）、成田光一（副委員長）、 

三浦 敦、加藤彦次郎、高橋 満 

欠席委員 なし 

説 明 員 工藤課長、児玉補佐、小玉補佐、大高係長、三浦係長 
 

№ 質疑応答の概要 

２０ P46 Ｊクレジット販売金は、滞納繰越分の収入か。 

答 令和元年度における売却利益が、当該年度に納められず、令和２年度の収入と

なったものである。なお、当町と業務提携していたクレジット販売業者は、当該

事業から手を引いたため、現時点では、今後の利益収入は見込めない。 

２１ P122 金仏梅公園管理業務委託料が前年度より増額となった理由は。また、当該施

設の管理方法として、委託は適切な方法か。 

答 備品（乗用草刈り機）を７年分割で購入する経費分が増額となったものであ

る。当該施設の管理については、指定管理制度も含めて、その在り方を協議して

いきたい。 

２２ P128 鳥獣被害対策実施隊報酬について、単価と人数は。また、増加する鳥獣被害

へは十分に対応できているか。 

答 箱ワナ設置箇所巡回に対する日当は２，０００円である。なお、令和２年度の

隊員数は３６人（琴丘地域９人、山本地域１９人、八竜地域８人）となっている

が、捕獲の分担は地域ごととなるため、巡回への労力負担が地域で異なってい

る。 

２３ P129 森林経営管理費は、森林環境譲与税が充当されているのか。 

答 森林環境譲与税を森林環境基金に積み立て、当該基金を取り崩して充当してい

る。 

２４ P130 広葉樹林再生事業下刈業務委託料について、施工場所は。 

答 八竜地域の旧中山スキー場である。 
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上記会議の次第を記載し、その相違ないことを証明するためにここに署名する。 

 

 

 

    決算特別委員会産業建設分科会委員長   堺 谷 直 樹 

 

 

 


